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自己紹介

＜２０００ Topical Editor of Applied Optics, OSA board of Director

応用物理学会、国内学会ジャーナル

２０００ IPAP 創立に参加

２００２ Laser Physics Letters （RAS）創刊 Associate Editor

２００３ Editor-in-Chief of Optical Review 

２００６ 日本物理学会

２００７ IUPAP WG on Communication in Physics

２００８ 新IPAP運営委員

専門分野：量子エレクトロニクス、核融合、重力波天文学、

レーザー何でも



学会ジャーナル、論文誌出版

学問の目的： 純科学 → 知識、認識 抽出、体系化、法則化
応用科学 → 同様＋経験の蓄積、流通

ジャーナル出版は学問、科学研究活動の“結晶”
☆出版がなければ、研究成果は社会のものにならない。
☆Peer Review Journalの必要性

☆学問における文化背景と独自の尺度の必要性。
国際学会と国内学会の関係
学問におけるmonopoly 独占の弊害

中国、エジプト、アラブ、ギリシャ、欧州、米国

デジタルアーカイブ問題
☆アレキサンドリア図書館とGlobal Physics Database
☆arXiv.org (LANL -> Cornell Univ)

日本から情報発信をする科学ジャーナルの必要性

知識を定着させる事ができない。



科学技術における情報発信とコミュニケーション

科学における情報発信とコミュニケーション
☆英語は科学における国際語
☆真の科学言語は、物理、化学の法則、方法論そのもの
☆理学系論文誌は、世界共通スタンダードの価値基準

純粋な国際競争の世界
☆工学、技術は社会、産業と無関係に存在し得ない。

自国言語の科学技術ジャーナルの必要性がある。

共通の
認識、法則

独自文化に
根ざした
学問認識
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国を越えた
自由な学問活動

US
Europe

Japan and others

APS Membership



Physical Review and Physical Review Letters Submissio
1983-2006
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状況の変化：世界の第3極は？

APSジャーナルでは、世界は３つの地域に分けられており、
伸長著しいのは、米国、西欧を除く他の3極である。

そして、その中心はアジア・太平洋地区である。

By G. Sprouse

１論文／３分が投稿されている。
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Selected PR & PRL Receipts by Country
研究活動

中でも、中国、イン
ドが今後の中心と
なることは確実で
ある。

ジャーナル市場

中国の大学図書館契約が
大幅に増加
2009年度 APSジャーナル
-4%図書館価格を下げる

予定

アジア物理ジャーナルはどう
なるのか？という世界からの
問いかけ

By G. Sprouse



この傾向は応用物理分野ではさらに顕著である。
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アジア地区の研究は活性化しているが、
同時に、論文の欧米流出は当然ながら
大きい。日本と同じ問題が議論され始
めた。



ピアレビュージャーナル
ボランティアベースの公益的活動

著者

編集長

閲読者

閲読者

閲読者

ポテンャル

エディター
（独立判断）

論文投稿、閲読依頼

誰に閲読を依頼するか？

現役の研究者：競争者、自己利益より科学的真理に規準を！



ピアレビュージャーナル
科学の下の対等・ダイナミックな関係

著者

編集長

閲読者

閲読者

閲読者

エディター
（独立判断）

判定の不服審査：

エディター判定の適否判定

著者、エディターは水平

ピアレビューとは学会・研究コミュニティーとしての判断
協同意識が重要

最も公平で正当な科学的判定機構

最もパブリックな評価システム

人事評価の基準であり続ける。



読者

論文掲載の規準は、
コミュニティーの質に依存する。

工学、応用物理分野 ： 読者＞＞著者 experience

読者（利用者）は、ジャーナルに掲載された論文に、“正しさの保証”を
求める。

純物理分野 ： 読者＝著者 （潜在的には） knowledge

掲載する価値があるかの判定（議論する勝ちがあるかどうか。）

読者にも内容判定の責任

論文掲載の規準は、研究者コミュニティーの質に依存する。

無審査論文誌だからといって、論文の質が悪いわけではない。（arXiv.org）

利用者コミュニティーの拡大と拡散の影響

現在では、ビジネスモデルに関係した要素となった。

読者著者



Peer-Reviewは検閲か?

After 1989 Schwinger took a keen 
interest in the research of low-energy 
nuclear fusion reactions (AKA cold 
fusion). He wrote eight theory papers 
about it. He resigned from the 
American Physical Society after their 
refusal to publish his papers. He felt 
that cold fusion research was being 
suppressed and academic freedom 
violated. He wrote: "The pressure for 
conformity is enormous. I have 
experienced it in editors’ rejection of 
submitted papers, based on 
venomous criticism of anonymous 
referees. The replacement of impartial 
reviewing by censorship will be the 
death of science."

朝永振一郎 J. Schwinger R. Feynman

1965年ノーベル物理学賞

学問的自由と閲読、出版許可

発想そのものの出版

間違った閲読結果

JOSA広告ページ論文



arXiv.org(LANL->Cornell Univ.)
Astrophysics (astro-ph new, recent, find) 
Condensed Matter (cond-mat new, recent, find)
includes: Disordered Systems and Neural Networks; Materials Science; Mesoscopic
Systems and Quantum Hall Effect; Other; Soft Condensed Matter; Statistical 
Mechanics; Strongly Correlated Electrons; Superconductivity
General Relativity and Quantum Cosmology (gr-qc new, recent, find) 
High Energy Physics - Experiment (hep-ex new, recent, find) 
High Energy Physics - Lattice (hep-lat new, recent, find) 
High Energy Physics - Phenomenology (hep-ph new, recent, find) 
High Energy Physics - Theory (hep-th new, recent, find) 
Mathematical Physics (math-ph new, recent, find) 
Nuclear Experiment (nucl-ex new, recent, find) 
Nuclear Theory (nucl-th new, recent, find) 
Physics (physics new, recent, find)
includes (see detailed description): Accelerator Physics; Atmospheric and Oceanic 
Physics; Atomic Physics; Atomic and Molecular Clusters; Biological Physics; Chemical 
Physics; Classical Physics; Computational Physics; Data Analysis, Statistics and 
Probability; Fluid Dynamics; General Physics; Geophysics; History of Physics; 
Instrumentation and Detectors; Medical Physics; Optics; Physics Education; Physics 
and Society; Plasma Physics; Popular Physics; Space Physics
Quantum Physics (quant-ph new, recent, find) 



学術研究はオンライン出版のパイオニア

１．インターネット：科学情報ネットワークから出発

２．WWW:セルンの国際加速器機構の研究者
Berners-Lee, T.J., Information Management: A Proposal,
Document at CERN, 1990 (Original document to propose
the idea of the World Wide Web. A copy of this document 
is available at Timothy Berners-Lee's homepage.)

３．ロスアラモス・プレプリントサーバー

データベースについては化学系に伝統あり。
１．Chemical Abstract

Open Policy
Freedom



SCIENTIFIC PUBLISHING
IN THE EUROPEAN
RESEARCH AREA

Conference, Brussels, 15-16 February 2007
http://ec.europa.eu/research/science-society/document_library/pdf_06/conference-proceeding-022007_en.pdf

In principle, as Michael Mabe of
the International Association of Scientific,
Technical and Medical Publishers put it, this
means that a single copy of a scientific paper
might serve the whole planet. So calls for open
access to the literature, free of institutional or
financial constraints, can now readily be met,
at least in technical terms.

Nobel laureate Sir John Sulston,  
“ensuring the outputs of research are 
freely available to all is the best way 
to maximize its utility”.



Virtual Journals：Databaseの２次利用

Article No.1

Article No.2

Article No.3

Article No.4

APS Virtual Journal
“Nanotechnology”

APS Database

AIP Database

IOP Database

Japan Database

Science Direct

EU Database

Hyper-link Journals



ネットワーク時代の論文利用 研究室ライブラリー

On-line
Database

Library

PDF
download Lab-library

Personal
library

Network



コピー権の発生と変遷 Ⅰ

１．印刷機の発明以前 （筆写、拓本）
著作物と著作権が不可分の時代

著者から独立した著作権は不可能
流通が成立していない。

２．グーテンベルグによる大量印刷技術の発明
著作という作業と書籍流通の分離が発生
著作権の出版業者への委譲契約

依然として、専門業者の問題



コピー権の発生と変遷 Ⅱ

３．ゼロックスによるコピー機の発明
一般の読者がコピーを作成可能に

現代的な意味のコピー権の成立
しかし、紙出版からのコピーが前提

４．オンライン出版とインターネット配信
一般の著者、読者がコピー作成、配信可能に
デジタルコピーでは、オリジナルとコピーの差がない。
一般読者と専門業者の間に、配信に関する技術差はない。

インターネットは本質的にオープンで平等なシステムである。

研究者の矛盾 著者として、学会の構成員として
科学論文の著者は無料で情報配信したい。
論文誌の質をキープすることの重要性は認識している。

著者への回帰



紙を持たないオンラインジャーナル

［製作サイドからの利点］

著者によるupload原稿の作成

即日配信

［著者サイドからの利点］

１．製本・印刷が不要 （経費上の利点＋迅速出版の利点（最大１ヶ月）

２．毎日出版が可能 （迅速出版、論文出版日の競争）

３．カラー印刷が無料 （パワーポイント発表との整合性、写真掲載）

４．動画配信が普通

［即日配信サービス］

論文掲載につき、掲載日時証明付きのPDF配信（別刷りサービスに代わり）



SISSA online publishing
Journals by scientists for scientists

JCAP Journal of Cosmology and Astroparticle Physics 
JCOM Journal of Science Communication 
Jekyll Online journal produced by the Master in Science Communication 
JHEP Journal of High Energy Physics 
JSTAT Journal of Statistical Mechanics: Theory and Experiment. 

科学者が自ら立ち上がったオープンアクセスジャーナル

Nuclear Physicsなどジャーナルの価格高騰に対抗

１０名のスタッフで５誌を刊行、高度に電子化した出版システム

低価格出版ノウハウなどについて、トレーニングを含めて協力可能

持続可能性？



J-HEP Linked to ArXiv.org
and Journal server



著者負担 オンラインのみ
オープンアクセスジャーナルの成功例

New Journal of Physics (IoPP)
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New Journal of Physics

Optics Express  (OSA)
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Journal of Optical Networking  (OSA)
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Journal of Optical
Networking

収支均衡点

年間18369ページに
IF値も光学関係でトップに



オープンアクセスジャーナル
Optics Express 1997- OSA





New Journal of Physics
IOPP/DPS



プラズマ核融合学会 英文誌
Plasma and Fusion Research 2006-

著者負担オープンアクセス

投稿料は3，000円
(税別)，掲載料は5，
000円/頁(税別)で
す．



Science and Technology of Advanced Materials 
(NIMS) 2008年1月からオープン化

機関負担により、投稿無料、閲覧無料の
オープンアクセス・オンラインジャーナル



新しい時代のジャーナル出版

どうすれば、よりよい質の論文を出版できるか？

どうすれば、教育や研究により大きな寄与ができるか？

どうすれば、もっと新しいシステムを生み出す力を作り出せるか？

どうすれば、安定な出版体制を維持できるか？

どうすれば、学問におけるモノポリーを忌避できるか？

どうすれば、100年後に役立つジャーナル出版があり得るか？

どうすれば、研究室や開発現場で役立つ情報提供ができるか？

どうすれば、必要な情報を必要な読者に届けることができるか？

どうすれば、著者の無制限要求に応えることができるか？

一体何が、新しい出版技術を活かしたジャーナル出版か？

どのようなビジネスモデルがあり得るか？


